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「
第
五
七
回
原
産
年
次
大
会
」
が
四
月
九
～
十
日
、
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
。
国
内
外
よ
り
約
七
百
名
が
参
集

し
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
む
）、「
今
何
を
す
べ
き
か 

国
内
外

の
新
た
な
潮
流
の
中
で
原
子
力
へ
の
期
待
に
応
え
る
」
を
基
調

テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。

　

開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
挨
拶
に
立
っ
た
日
本
原
子
力
産
業
協
会
の

三
村
明
夫
会
長
は
、
最
近
一
年
間

を
振
り
返
り
、
二
○
二
三
年
四
月

の
「
Ｇ
７
札
幌
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
大
臣
会
合
」
で
は
我
が
国
が
Ｇ

７
議
長
国
と
し
て
「
原
子
力
の
最

大
限
活
用
」
が
謳
わ
れ
、
一
二
月

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
８
（
ド
バ
イ
）
で
は

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
史
上
初
め
て
公
式
に
原
子

力
が
積
極
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、

二
五
ヶ
国
に
よ
り
『
原
子
力
三
倍

宣
言
』
が
発
出
さ
れ
た
」
と
し
た
。

ま
た
、
直
近
三
月
に
は
、
ベ
ル

ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
と
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
主
催
に

よ
る
史
上
初
の
原
子
力
に
特
化
し

た
首
脳
会
議
「
原
子
力
サ
ミ
ッ
ト
」

が
三
七
ヶ
国
参
加
の
も
と
で
開
催

さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
挨
拶
に
立
っ
た

岩
田
和
親
経
済
産
業
副
大
臣
は
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
新
規
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
機
会
喪
失
に
よ

り
、「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
人
材
を
含
め
た
原
子
力
産
業
を
支

え
る
事
業
環
境
は
年
々
危
機
的
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と

懸
念
。
次
世
代
革
新
炉
の
建
設
、核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、バ
ッ

ク
エ
ン
ド
の
課
題
対
応
な
ど
を
見
据
え
、
原
子
力
産
業
の
基
盤

を
支
援
す
べ
く
「
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向
け
政

策
支
援
を
一
層
強
化
し
て
い
く
」
と
し
た
。

　

開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
特
別
講
演
と
し
て
、
世
界
原
子
力
発

電
事
業
者
協
会
（
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
）
の
千
種
直
樹
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
元
米
国
エ

ネ
ル
ギ
ー
省
副
長
官
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ポ
ネ
マ
ン
氏
（
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
）
が
登
壇
。
千
種
氏
は
、
一
九
八
六
年
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ

リ
発
電
所
事
故
を
契
機
に
設
立
後
、
世
界
の
原
子
力
発
電
事
業
の

安
全
性
を
向
上
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
三
五

年
に
わ
た
っ
て
情
報
交
換
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
共
有
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
活
動
を
紹
介
し
た
。

　

ポ
ネ
マ
ン
氏
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
に
お
け
る
新
し
い
視
点

と
原
子
力
の
役
割
」
と
題
し
講
演
。
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

増
を
「
原
子
力
発
電
所
の
新
設
で
も
賄
い
き
れ
な
い
、
遥
か
に

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
」
と
懸
念
。
そ
の
上
で
、
原
子
力
の
役

割
に
つ
い
て
「
す
べ
て
の
人
の
意
見
が
一
致
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
こ
う
し
た
深
刻
な

懸
念
に
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

初
日
午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

一
で
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
原
子
力
事

業
環
境
整
備
」
と
題
し
、
み

ず
ほ
銀
行
の
田
村
多
恵
氏
が

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
フ

ラ
ン
ス
原
子
力
産
業
戦
略
委

員
会
の
エ
ル
ヴ
ェ
・
マ
イ
ヤ
ー

ル
氏
、
英
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
・
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
省
の

マ
ー
ク
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
・
オ
ー

ル
ド
ラ
ン
ド
氏
、
経
済
産
業

省
原
子
力
政
策
課
長
の
吉
瀬

周
作
氏
、
電
気
事
業
連
合
会

副
会
長
の
佐
々
木
敏
春
氏
が

講
演
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
お
よ

び
英
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

現
に
向
け
た
技
術
開
発
、
資
金
調
達
、
法
規
制
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
・
人
材
確
保
面
で
の
取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
の
改
定
を
控
え
た
我
が
国
へ
の
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

　

初
日
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
二
で
は
、「
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
課

題
：
使
用
済
み
燃
料
管
理
・
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処

分
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
、
原
子
力
安
全
研
究
協
会
理
事
の
山

口
彰
氏
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機

構
理
事
長
の
近
藤
駿
介
氏
、
フ
ラ
ン
ス
放
射
性
廃
棄
物
管
理
機

関
国
際
関
係
部
長
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ド
ゥ
ロ
ー
ル
氏
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
核
燃
料
・
廃
棄
物
管
理
会
社
広
報
担
当
上
級
副
社
長
の
ア

ン
ナ
・
ポ
レ
リ
ウ
ス
氏
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｖ
Ａ
社
上

級
副
社
長
の
テ
ィ
ナ
・
ヤ
ロ
ネ
ン
氏
が
講
演
し
た
。
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
選
定
、
使
用
済
燃
料
管
理
の
柔

軟
性
確
保
に
つ
い
て
、
海
外
事
例
も
参
考
に
、
地
元
と
の
共
生

と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
た
討
論
を
通
じ
て
、
今
後
の
わ
が
国

の
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
と
っ
て
参
考
に
な
っ
た
。

　

十
日
の
「
福
島
第
一
廃
炉
進
捗
と
復
興
状
況
」
と
題
す
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
三
で
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
廃
炉
推
進
カ
ン
パ
ニ
ー
・

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
小
野
明
氏
が
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に

お
け
る
廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理
水
対
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
講
演
し
た
。
東
京
大
学
准
教
授
の
開
沼
博
氏
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー

を
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
福
島

の
復
興
に
取
り
組
む
一
般
社
団
法
人
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

１
３
代
表
理
事
の
吉
田
学
氏
、
株
式
会
社
ｈ
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
代

表
取
締
役
の
佐
藤
太
亮
氏
、
浅
野
撚
糸
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
の
浅
野
雅
己
氏
が
登
壇
し
て
討
論
し
た
。

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
四
「
原
子
力
業
界
の
人
材
基
盤
強
化
に

向
け
て
」
で
は
、
芝
浦
工
業
大
学
教
授
の
新
井
剛
氏
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
社

燃
料
設
計
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
ミ
ス
・
ア
メ
リ
カ
二
○
二
三
の
グ
レ
ー

ス
・
ス
タ
ン
ケ
氏
、
近
畿
大
学
教
授
の
若
林
源
一
郎
氏
、
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
主
任
研
究
員
の
牧
野
百
恵
氏
、
国
際
原
子
力
機

関
査
察
官
・
原
子
力
青
年
国
際
会
議
会
長
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・

マ
デ
ン
氏
の
四
名
が
務
め
た
。
学
生
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
福

井
南
高
等
学
校
三
年
生
の
西
田
杏
乃
氏
、
福
島
工
業
高
等
専
門

学
校
五
年
生
の
高
橋
那
南
氏
、
早
稲
田
大
学
先
進
理
工
学
部
物

理
学
科
学
部
四
年
の
舟
坂
柚
香
氏
が
登
壇
し
て
、
今
後
重
要
な

課
題
と
な
る
人
材
に
焦
点
を
あ
て
た
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
を
発

祥
と
す
る
飲
食
物
（
そ
の
八
）
を
紹
介
し
た
い
（
第
一
二
号
と

一
部
重
複
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ワ
イ
ン
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前

七
〇
〇
年
頃
に
始
ま
り
、
ロ
ー
マ
時
代
に
は
ウ
ィ
ー
ン
南
東
の

ノ
イ
ジ
ー
ド
ル
湖
周
辺
で
ワ
イ
ン
造
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
。
自
家
製
ワ
イ
ン
と
簡
単
な
食
事
を
提
供
す
る
居
酒
屋
で
あ

る
ホ
イ
リ
ゲ
は
、
十
七
世
紀
後
半
、
ト
ル
コ
と
の
戦
争
で
ウ
ィ
ー

ン
市
内
で
は
ワ
イ
ン
を
入
手
し
に
く
く
な
っ
た
た
め
、
人
々
が

郊
外
の
農
家
に
自
家
製
ワ
イ
ン
を
買
い
出
し
に
行
く
よ
う
に

な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
七
八
四
年
に
ヨ
ー

ゼ
フ
二
世
が
ウ
ィ
ー
ン
の
農
家
に
販
売
許
可
を
発
令
し
て
以
来
、

そ
の
年
の
新
酒
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
京
都
の
伏
見
は
、
万
葉
の
昔
か
ら
水
が
豊
か
な
地
で

あ
り
、
平
安
京
で
は
朝
廷
の
酒
を
つ
く
る
造
酒
司
（
さ
け
の
つ

か
さ
）
が
設
け
ら
れ
、
酒
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
後
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
城
下
町
と
し
て
整
備
さ
れ
、
江
戸
時

代
に
は
京
と
大
坂
を
結
ぶ
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
良
質
で
豊
富

な
地
下
水
を
使
っ
た
酒
づ
く
り
が
発
展
し
た
。
日
本
酒
の
蔵
元

は
減
り
つ
つ
あ
る
が
、
京
都
に
は
伏
見
の
二
四
を
始
め
全
二
七

の
蔵
元
が
あ
る
。
洛
中
の
造
り
酒
屋
の
起
源
も
古
く
、
室
町
中

期
に
は
三
百
軒
以
上
と
我
が
国
最
大
の
酒
処
だ
っ
た
、
洛
中
で

唯
一
残
っ
て
い
る
佐
々
木
酒
造
が
最
近
人
気
で
あ
る
が
、
俳
優

の
佐
々
木
蔵
之
介
は
そ
の
御
曹
司
で
あ
る
。
両
市
の
銘
酒
は
歴

史
的
に
皇
帝
・
皇
室
と
関
連
が
深
く
、
料
理
と
と
も
に
市
民
や

観
光
客
に
楽
し
み
を
提
供
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
年
次
大
会
に
出
席
し
、
米
国
の
ス
タ
ン
ケ

さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。
出
身
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学

の
指
導
教
官
が
よ
く
知
っ
て
い
る
教
授
だ
っ
た
の
で
、
話
が
盛

り
上
が
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
在
住
時
に
は
よ
く
ホ
イ
リ
ゲ
で
食
事

を
楽
し
ん
だ
。
市
内
北
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
は
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
が
一
時
住
ん
で
い
た
家
が
ホ
イ
リ
ゲ
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
英
雄
の
一
部
を
こ
こ
で
作
曲
し
た
と
言
う
が
、
そ

の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　
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